
私は2022年4月からイギリスケンブリッジ大学MRCミトコンドリ
ア生物学研究所に留学しています。 最初の2年間は日本学術振
興会の海外学振による支援をいただき、もう一年延長したいと
思っていたところ、2024年度は上原記念生命科学財団様から
のご支援いただけることになりました。 本寄稿では、私の研究
留学における3年目での体験・感想を記載してみようかと思いま
す。（昨年には日本農芸化学会誌に留学だよりを寄稿している
のでそちらもご参照いただければ幸いです。）

私の所属するラボはポスドクが何十人もいるような大きなラボ
ではありません。 一方で、3-6か月ほどの短期留学で来る人やイ
ンターンシップで来る学生はとても多く、3か月ごとに1-2人程度
新規の人が入っては出ていくという感じです。 よって、3年目に
なるとラボの中でも比較的ベテランになるため、短期留学の学
生を指導する機会を受け持つことがありました。 これまでに5人
ほどの学生を短期で指導する機会をいただきましたが、国籍も
多様で、研究（仕事）というものに対する考え方、姿勢も人によっ
てとても異なります。 ある人はワークライフバランスが大事なの
で定時にはしっかりと帰宅し、ある人は短期の訪問であっても成
果を出してやろうとハードワークに勤しむ人もいます。 異なる国
籍の人やバックグラウンドの異なる人と関わることは日本では
中々経験のできないことであり、それを指導する立場から経験
できたのは、私の考え方に大きな影響を与えただけではなく私
自身がステレオタイプであったことを自覚し、フレキシブルに考
え対応することの大切さを学びました。

3年目における大きな違いの一つとして、1,2年目と比較して私
自身の社交性が格段と上がったなと感じたことが挙げられま
す。 1年目は生活スタイルの違い、語学の壁、研究に慣れるまで
で精いっぱいで自分から交流を広げようと動くことはありません
でした。 2年目は、ラボ内での交流は増えたものの、それ以上の
ネットワークを広げるような行動はできず、自分の実験に集中し
ようというスタンスで過ごしていました。 3年目からは自分から
研究所内の別のラボにも研究の相談に行ったり、共同研究先を
訪問したりと、より積極的に交流を増やすような行動を起こせる
ようになりました。 3年目が最後だとわかっていたので、やり残
すことがないようにという気持ちが後押ししたこともあります
が、やはり3年目の心の余裕は2年目までとは大きく異なってい
たのだろうと思います。

私の留学において1、2、3年目とそれぞれの期間で得られたも
のは大きく違いました。 振り返ると私にとって3年間はリーズナ
ブルな時間だったのかなと思う一方で、もっと長く滞在すればさ
らに新しい発見があるかもと思う気持ちもありました。 留学の期
間は人それぞれでありコントロールすることも難しいと思いま
すが、私にとっての3年間の研究留学は技術を学ぶこと以上に、
一人の人間として成長できた良い機会であったと感じていま
す。

最後になりますが、この度支援いただきました上原記念生命科
学財団の皆様および関係者の皆様に深く感謝申し上げます。

私は2024年4月からスウェーデン、ストックホルムにあります
Karo l inska  Ins t i tu te t (K I )、Depar tment  o f  Med ica l  
Biochemistry and Biophysics(MBB)に留学させていただいて
おります。 私の所属する慶應義塾大学医学部泌尿器科学教室
とKI-MBBは以前から交流があり、受け入れ先であるPer Uhlen
教授とは以前にお会いしたことがあったため、スムーズに留学
生活をスタートすることができました。

私の所属する研究室では組織透明化法による3Dイメージング
研究を行っており、RNA分布をマウス全組織かつ単一細胞レベ
ルで観察する新手法”TRISCO”を開発しました。私も癌免疫環境
に着目し、癌組織における免疫細胞の分布を3次元で可視化す
る研究を行っています。 また、同研究室では単一細胞レベルで
の空間トランスクリプトーム解析装置を有しており、ヒト癌組織
に対する空間トランスクリプトーム解析に取り組んでいます。

カロリンスカ研究所は各国から多くの若手研究者を受け入れて
います。 研究の得意分野を教えあったり、困っているときには最
適な相談相手を紹介してくれたり、日常生活のトラブルを助け
てくれたりと、同僚と助け合いながら日々を過ごしています。

スウェーデンにはFIKAというお茶会のような時間を持つ文化が
あり、上下左右の隔たりなくおしゃべりをしながら研究のアイ
ディアを交換している様子は感銘を受けました。 同時に日々研
究者が入れ替わる新陳代謝の速さと競争の厳しさに、研究機関
としての強さを垣間見ています。

ストックホルムは「北のヴェネツィア」とも称される、美しい運河
で区切られたヨーロッパの雰囲気を色濃く感じる歴史的建造物
が多くある都市です。 秋にはノーベル賞授賞式が行われ、街中
が祝福の雰囲気に包まれます。 カロリンスカ研究所はノーベル
医学生理学賞の選考委員会が設置されることでも知られ、私も
受賞公演を聞くことができました。 冬には歴史ある街並みをオ
レンジの灯りとクリスマスツリーが飾り、北欧の空気を感じられ
ます。 夏には色とりどりの花が咲き、青空が広がります。 執筆当
時はまだ冬の最中ですが、徐々に日が長くなってきており、ス
ウェーデンの人々は太陽と夏の訪れを心待ちにしています。

新しいことに挑戦する基礎研究では、思うようにいかないことも
多くありますが、貴重な経験として残された時間を有意義に使
い、精一杯取り組みたいと考えています。

最後になりましたが、留学を支援して下っている上原記念生命
科学財団、そして慶應義塾大学医学部泌尿器科学教室の大家
基次教授をはじめ諸先生方に深く感謝申し上げます。
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